
「地域づくり型生涯学習」講座コーディネート事業

下呂市にて

「命の教育」講座で講演を実施

●参加者の感想
・自分が知らないだけで、性に関する悩みを抱いている子どもがいて、言い出せな
いでいるかもしれないという視点に立ち、少しでも子どもたちから頼ってみよう
と思われる存在になりたいと思った。
・マイノリティ側が発言すると反発が起こりやすいが、マジョリティ側が発言する
と社会を変えられるという言葉が印象的でした。
・話し合う場をもつことの大切さ、自分事として考えるための知識（情報収集）の
大切さを改めて感じました。

日 時 令和５年７月２７日（木） １０：００～１２：００
場 所 萩原星雲会館
対 象 学校関係者 ３７名
内 容 ・LGBT法の成立と背景

・マジョリティの特権
・教育現場での性（性別）に関する課題
・子どもたちの人権に関わる課題への対応

誰もが“ありのままの自分”で生きられる

家庭・地域・学校づくり

講 師 LGBTs集いと支援の場 共同代表 雪齋 氏

●主催者の感想（コーディネート事業を利用して）
・教育現場において、教職員はマジョリティ側の立場にあることを自覚し、マイノ
リティ側の立場を考えながら対応する必要性を教えていただいた。
・LGBTQをはじめ、誰もが自分らしく生きやすい社会を目指して、今後も学校関
係者、PTAに向けた講演会の開催をしていきたい。


